
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

流
離
譚
（
新
潮
連
載 

昭
和
五
十
三
年
二
月
号
か
ら 

 
 
 
 

第
二
十
二
～
二
十
三
回 

二
十
七
回
～
三
十
回
） 

 

今
回
は
前
回
、
飛
ば
し
た
権
馬
関
連
の
話
題
を
新
潮
連

載 

第
二
十
二
、
二
十
三
回
か
ら
始
め
、
単
行
本
の
下
巻
に

入
り
ま
す
。 

 

新
潮
第
二
十
二
回
の
出
だ
し
に 

 

安
岡
文
助
の
日
記
に
は
、
次
男
嘉
助
の
処
刑
に
つ
い
て
何

の
記
述
も
な
い
。
ま
た
文
助
の
長
男
で
本
家
を
嗣
い
だ
・
・

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
部
分
の
原
稿
を
見
る
と
、 



「
文
助
の
長
男
で
本
家
を
嗣
い
だ
」
の
箇
所
の
「
文
助
の
」

を
挿
入
訂
正
し
て
い
ま
す
が
、
何
故
か
少
し
離
れ
た
文
の
途

中
に
「
文
助
の
」
を
書
き

込
み
矢
印
で
挿
入
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
そ
の
後
の
権
馬

へ
の
送
別
の
歌
「
わ
か
れ

て
も
海
山
遠
く
へ
だ
つ
と

も
絶
え
ず
き
か
せ
よ
時
の

あ
り
さ
ま
」
の
歌
に
対
す



る
解
釈
が
原

稿
と
単
行
本

で
異
な
る
。

原
稿
で
は 

・
・
ふ
言
葉

に
は
、
の
後

に
息
子
た
ち

の
将
来
ま
で

気
づ
か
ふ
が

挿
入
さ
れ
て



い
ま
す
が
、
単
行
本
で
は
そ
れ
も
消
去
し
て
、 

老
い
と
と
も
に
孤
独
に
な
っ
て
行
く
父
親
の
心
情
が
こ
も
つ

て
ゐ
る
や
う
に
も
・
・
・ 

変
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
何
か
。 

 

権
馬
の
日
記
の
「
五
月
廿
七
日 

雨
、
昼
よ
り
東
山
霊
山

へ
行
キ
大
和
行
諸
士
祭
礼
。
右
ニ
依
リ
書
有
志
面
会

ス
。・
・
」
に
つ
い
て 

東
山
霊
山
で
天
誅
組
の
死
者
の
祭
礼
を
お
こ
な
つ
た
と
い
ふ

の
は
、
た
と
ひ
ど
ん
な
に
簡
略
な
祭
礼
で
あ
ら
う
と
、
よ
く

そ
ん
な
こ
と
が
出
来
ら
も
の
と
驚
か
さ
れ
る
。 



と
あ
り
ま
す
が
、
文
久
四
年
萬
日
記
帳
安
岡
嘉
一
郎(

安
岡

覺
馬)
子
ノ
正
月
吉
日
に
山
北
で
嘉
助
の
法
要
を
行
な
っ
た

記
録
が
あ
り
ま
す
。
法
要
の
日
付
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
月

十
六
日
に
嘉
助
の
刑
が
執
行
さ
れ
、
権
馬
が
京
都
に
出
発
し

た
四
月
八
日
以
降
と
す
る
と
四
十
九
日
の
法
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
現
在
の
高
知
市
内
か
ら
久
万
、
公
文
の
参
列
者
も
い

ま
す
の
で
、
当
事
者
の
実
家
が
あ
る
山
北
近
辺
で
は
そ
れ
ほ

ど
厳
し
い
監
視
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

流
離
譚
で
は
京
都
に
軍
勢
が
集
っ
た
状
況
で
の
権
馬
の
行

動
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。 



し
か
し
、
か
う
い
ふ
緊
張
し
た
空
気
は
権
馬
の
日
記
か
ら
ほ

と
ん
ど
汲
み
取
れ
な
い
。
・
・
諸
家
の
建
白
を
国
許
へ
発
送

し
た
と
い
ふ
こ
と
、
・
・
・
当
番
の
と
き
に
は
御
所
の
門
の

前
に
退
屈
な
お
も
ひ
で
茫
然
と
立
ち
つ
く
し
て
ゐ
た
の
で
あ

ろ
う
。 

諸
家
の
建
白
を
送
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
建
白
は
肥
後

有
志
建
白
魚
住
よ
り
差
出
、
西
郷
建
白
な
ど
十
数
通
あ
り
ま

す
。
書
か
れ
て
い
た
用
紙
は
「
白
紙
」
で
な
く
、
特
注
か

「
罫
線
付
き
の
和
紙
」
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
残
す
強
い
思

い
入
れ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
建
白
等
は
誰
か
の
写
し
を
借



用
し
、
書
き
写
し
、
返
却
す
る
作
業
を
考
え
る
と
、
「
退
屈

な
お
も
ひ
で
」
過
ご
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
政
情
を
考
え

て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

「
西
郷
建
白
」
、
「
肥
後
有
志
建
白
魚
住
よ
り
差
出
」
の
写

し
を
次
に
示
し
ま
す
。 



 



        



そ
し
て
、 

権
馬
の
日
記
に
「
「
七
月
廿
五
日
清
和
院
御
免
。
警
衛
ノ

人
数
、
残
ラ
ズ
下
坂
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
日
限
り
で
土
佐

藩
は
京
都
警
衛
の
任
を
解
か
れ
た
と
い
ふ
こ
と
な
の
だ
ら
う

か
。
・
・
い
さ
さ
か
腑
に
落
ち
な
い
気
も
す
る
。
権
馬
は
つ

づ
け
て
、
「
僕
、
日
延
べ
ヲ
以
テ
居
残
ル
ベ
シ
」
と
し
る
し

て
ゐ
る
の
だ
が
、
翌
廿
六
日
の
正
午
に
は
高
瀬
川
を
舟
で
下

り
、
大
坂
へ
向
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
京
都
居
残
り
策
は
不

成
功
で
あ
つ
た
わ
け
だ
。
い
つ
た
い
権
馬
は
何
を
も
く
ろ
ん

で
京
都
に
居
残
ら
う
と
し
た
の
か
、
そ
れ
は
ま
つ
た
く
わ
か



ら
な
い
。・
・
・ 

と
流
離
譚
に
書
い
て
い
ま
す
が
、
覚
馬
へ
の
手
紙
の
一
部

（
推
測
）
が
あ
り
「
・
・
只
今
中
井
先
生
・
・
学
寮
・
・
大

坂
今
橋
尼
﨑
町
・
・

将
軍
家
ゟ
・
・
」
と

あ
り
ま
す
。
中
井
先

生
、
地
名
か
ら
大
坂

懐

徳

堂

と

推

測

さ

れ
、
勉
学
の
た
め
大

坂
に
残
っ
て
い
た
の



で
す
。
勉
学
後
、
記
録
帖
（
正
徳
）
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
十
一
月
十
六
日
帰
高
し
た
の
で
す
。 

 

流
離
譚
で
参
考
さ
れ
た
権
馬
の
日
記
は
「
道
中
日
記
」
で

す
が
、
こ
れ
以
外
に
権
馬
の
日
記
に
「
京
行
雑
記
」
が
あ
り

ま

す

。

こ

れ

は

権

馬

の

家

（

お

上
）
）
で
な

く

お

下

の

米

蔵

に

隠



す
よ
う
に
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
章
太
郎
の
手

に
渡
っ
た
の
が
遅
く
、
こ
の
日
記
の
情
報
が
流
離
譚
に
書
き

加
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
日
記
に
よ

る
と
権
馬
は
再
度
京
都
へ
、
福
岡
孝
弟
・
小
笠
原
唯
八
の
従

者
と
し
て
行
き
ま
す
。
京
行
雑
記
に
は
中
岡
慎
太
郎
な
ど
要

人
と
の
会
談
な
ど
の
政
事
活
動
、
上
方
か
ら
高
知
へ
汽
船
で

往
復
（
上
方
へ
戻
り
の
汽
船
に
容
堂
同
乗
し
て
い
ま
す
）
な

ど
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
何
故
か
小
笠
原
の
政
事
活
動

が
容
堂
の
気
に
障
り
、
権
馬
も
小
笠
原
と
と
も
に
早
追
で
京

都
を
追
い
出
さ
れ
ま
す
。
京
都
発
五
月
十
三
日
高
智
（
知
）



着
十
九
日
で
高
知
着
、
往
き
は
十
三
日
要
し
て
い
た
が
、
半

分
の
時
間
で
高
知
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
京
行
雑
記
に
こ
の
早

追
の
時
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
権
馬
の
京
都
の
生
活
、

早
追
部
分
を
坂
崎
紫
蘭
が
小
笠
原
唯
八
傳
に
引
用
し
て
い
ま

す
。
隠
す
よ
う
に
置
か
れ
て
い
た
資
料
を
ど
の
よ
う
に
見
た

の
か
謎
で
す
。 

 

紫
蘭
が
引
用
し
た
京
行
雑
記
の
一
部
を
次
に
示
し
ま
す
。 

   



 

難
波
津
の
あ
し
乃 

下
葉
耳
身
を
忍
ひ 

た
ヽ
具
□
水
鶏
能
聲 

そ
や
さ
し
幾 

丁
卯
の
者
る
嵐
山
ニ 

ゆ
き
て 

土
佐
の
海
煙
水
波
を 

志
能
き
来
て
嵐
忍 

山
の
國
を
見
る
可
な 

丁
卯
の
宵
ミ
や
古
ふ
り 

可
へ
り
て 

  



 
権
馬
の
話
は
終
り
新
潮
第
二
十
七
回
の
出
だ
し
は 

 
安
岡
覚
之
助
に
、
「
獄
中
作
養
気
歌
」
と
い
う
ふ
漢
詩
が

あ
る
。
こ
れ
は
文
天
祥
の
「
正
気
歌
」
に
な
ぞ
ら
れ
た
・
・

と
覚
之
助
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
単
行
本
で
は
後
半
の

「
こ
れ
は
文
天
祥
の
「
正
気
歌
」
に
な
ぞ
ら
れ
へ
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
覚
之
助
の
漢
詩

に
「
高
吟
ス
、
文
山
正
気
ノ
歌
」
と
あ
り
、
吟
詠
し
気
を
張

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
文
山
と
は
『
文 

天
祥
（
ぶ
ん 
て
ん
し
ょ
う
）
滅
亡

へ
と
向
か
う
宋
の
臣
下
と
し
て
戦
い
、
宋
が
滅
び
た
後
は
元



に
捕
ら
え
ら
れ
何
度
も
元
に
仕
え
る
よ
う
に
と
勧
誘
さ
れ
た

が
忠
節
を
守
る
た
め
に
断
っ
て
刑
死
し
た
。
張
世
傑
や
陸
秀

夫
と
共
に
南
宋
の
三
忠
臣
（
亡
宋
の
三
傑
）
の
一
人
。
』
捕

ら
え
ら
れ
て
も
屈
せ
ず
の
人
と
し
て
正
気
の
歌
は
勤
王
志
士

で
愛
唱
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
検
索
） 

 

文
山
の
拓
本
を
恒
之

進
が
購
入
し
て
き
た

「
嗚
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
」

の
拓
本
と
同
じ
箱
に
残

さ
れ
て
い
た
と
以
前
に



も
紹
介
し
ま
し
た
。
裏
に
「
文
山 

晦
翁
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
拓
本
の
石
碑
は
不
明
で
す
。
文
山
の
名
は
覚
之
助
か
ら

嘉
助
へ
の
手
紙
に
も 

半
平
太
之
爲
人
兼
て
承
知
候
ハ
能
得
共
此
程
之
好
男
子
と
ハ

存
し
も
よ
ら
ず
此
度
之
義
憤
古
之
文
山
先
生
ニ
も
恥
ち
ざ
る

の
い
き
込
を
ミ
ぞ
此
上
ハ
務
メ
て
士
心
を
鼓
舞
致
し
壱
人
ニ

テ
も
同
志
之
・
・ 

 

文
山
思
想
へ
の
覚
之
助
・
嘉
助
の
思
い
入
れ
考
え
る
と
覚

之
助
の
嘉
助
へ
の
天
誅
組
の
参
加
へ
の
見
合
わ
せ
説
得
が
空

し
い
よ
う
に
思
う
。 



新
潮
第
三
十
回
の
出
だ
し
は
覚
之
助
の
放
免 

 
慶
応
三
年
九
月
六
日
以
降
、
安
岡
覚
之
助
は
島
村
寿
之
助
、

野
村
万
寿
弥
な
ど
六
人
の
同
志
た
ち
と
相
前
後
し
て
、
山
田

町
の
獄
舎
か
ら
放
免
さ
れ
た
。 

と
あ
り
ま
す
。
覚
之
助
は
山
北
に
戻
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

親
類
預
か
り
の
時
は
文
助
日
記
な
ど
か
ら
、
妻
万
喜
の
居
る

山
北
で
暮
ら
し
四
男
が
誕
生
し
た
と
考
え
ま
し
た
。
い
つ
ご

ろ
か
不
明
で
す
が
、
覚
之
助
の
戸
籍
は
現
在
の
高
知
市
唐
人

町
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
放
免
後
唐
人
町
に
万
喜
と
生
活

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
実
父
文
助
も
山
北
か
ら
来
て
、
嘉



助
の
話
を
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
日
記
な
ど
に
は
記
載
が

あ
り
ま
せ
ん
。
四
ヶ
月
休
ん
で
一
月
に
戊
辰
戦
争
の
迅
衝
隊

に
加
わ
り
、
大
垣
か
ら
出
し
た
手
紙
が
流
離
譚
に
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
に
、
二
月
二
十
日
づ
け
で
覚
之
助
の
手
紙
が
あ
る
。 

濃
州
大
垣
よ
り
、
一
筆
指
し
出
し
候
。 

・
・
・ 

 
 
 
 
 

 

 
恐
々
謹
言 

二
月
廿
日
夜 
 
 
 
 

覚
之
助 

大
人
様 

膝
下 

平
太
郎 

二
白
、
権
馬
は
次
第
ニ
快
く
相
成
り
候
事
と
察
し
奉
り



候
。
・
・
平
太
郎
事
、
成
る
丈
ケ
文
武
相
励
ミ
申
す
べ
く
候

事
。・
・ 

手
紙
の
最
後
に
文
助
、
平
太
郎
、
権
馬
が
連
記
さ
れ
三
人

が
近
く
に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 

こ
の
手
紙
に
続
い
て 

・
・
お
上
家
の
権
馬
が
当
時
、
病
床
に
あ
っ
た
こ
と

も
、
・
・
権
馬
の
病
気
は
何
で
あ
つ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、

元
治
元
年
の
京
都
警
衛
の
と
き
の
日
記
で
も
、
し
ば
し
ば
発

病
し
て
勤
務
を
交
代
し
て
貰
つ
た
り
し
て
ゐ
た
こ
と
や
、
ま

た
後
に
死
亡
し
た
と
き
の
病
状
か
ら
考
へ
て
、
結
核
を
わ
ず

ら
つ
て
ゐ
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
。
権
馬
は
、
二
月
二
十
五



日
づ
け
で
「
軍
用
寸
志
」
と
し
て
金
三
両
を
目
附
あ
て
に
差

し
出
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
覚
之
助
の
手
紙
を
読
ん
で

発
奮
し
た
せ
ゐ
で
も
あ
ろ
う
か
。 

そ
の
後
に
も 

禁
門
の
変
の
と
き
京
都
警
衛
に
出
て
ゐ
て
発
病
し
、
そ
れ

以
後
ず
つ
と
寝
た
り
起
き
た
り
の
状
態
で
あ
つ
た
や
う
に
思

は
れ
る
。
も
し
体
さ
へ
健
康
な
ら
権
馬
は
、
真
ッ
先
に
飛
び

出
し
て
こ
の
戊
辰
役
に
従
軍
し
た
は
ず
で
あ
る
。 

と
あ
り
ま
す
。
権
馬
は
患
っ
て
寝
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
場
面
を
書
い
た
頃
、
京
行
雑
記
が
章
太
郎
の
手
元
に
な
く
、



権
馬
が
京
都
に
行
っ
た
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
こ
の

よ
う
に
書
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
早
追
の
疲
れ
は
あ
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
病
床
で
は
な
く
、
何
か
考
え
が
あ
っ
て
、

戊
辰
戦
争
に
参
戦
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

流
離
譚
の
話
か
ら
か
ら
少
し
外
れ
ま
す
。 

明
治
元
年
八
月
に
覚
之
助
は
戦
死
し
ま
す
。
覚
之
助
戦
死

と
同
じ
頃
、
小
軍
監
と
し
て
活
躍
し
戦
死
し
た
秋
沢
清
吉
が

い
ま
す
。
権
馬
、
小
笠
原
と
一
緒
に
早
追
で
高
知
に
戻
っ
た

の
も
秋
沢
で
す
が
、
そ
の
名
は
源
九
郎
で
し
た
。
覚
之
助
戦

死
の
三
年
後
明
治
四
年
年
に
文
輔
（
墓
立
の
時
期
に
改
名
）



は
息
子
の
覚
之
助
、
嘉
助
、

孫
の
馬
子
、
妻
の
墓
を
作
り

ま
す
。
最
近
、
覚
之
助
の
墓

が
傾
い
て
い
た
の
で
直
し
ま

し
た
が
、
業
者
が
言
う
に
は

墓
石
異
常
に
重
い
と
の
こ
と

で
す
。
覚
之
助
は
本
家
の
養

子
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
墓

建
立
は
長
男
平
太
郎
が
す
べ

き
で
す
が
，
文
輔
が
作
っ
た



と
考
え
ま
す
。
お
西
は
大
川
筋
に
移
り
山
北
の
お
西
の
家
は

無
住
と
な
り
ま
す
。
権
馬
の
長
男
太
郎
兵
衛
の
墓
（
墓
石
に

明
治
元
年
辰
七
月 

明
治
元
年
は
九
月
か
ら
）
が
、
お
上
の

富
家
墓
地
で
な
く
、
お
下
の
四
坊
山
墓
地
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
権
馬
も
混
乱
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
明
治
九
年
平

太
郎
に
娘
美
名
吉
が
誕
生
、
時
期
は
不
明
で
す
が
二
人
は
山

北
を
離
れ
廿
代
に
住
居
、
平
太
郎
は
明
治
十
五
年
に
逝
去
、

娘
美
名
吉
が
本
家
の
主
と
な
り
先
祖
祭
も
美
名
吉
が
出
席
し

て
い
ま
す
。
万
喜
、
真
寿
、
美
名
吉
は
唐
人
町
、
大
川
筋
、

明
治
二
十
四
年
福
島
へ
転
住
し
本
家
も
無
住
と
な
り
ま
す
。 



 
＊
本
題
か
ら
逸
れ
て 

 
武
市
半
平
太
の
作
っ
た
一
派
を
流
離
譚
で
は
勤
王
党
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
党
が
付
け
た
集
団
名
に
つ
い
て
公
文
豪

さ
ん
が
、
別
の
記
事
で
問
題
提
起
し
て
い
ま
す
。 

『
藩
政
時
代
、
武
士
と
い
え
ど
も
「
党
」
を
結
ぶ
こ
と
は
、

絶
対
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
「
土
佐
勤
王
党
」
な
る
も
の
が

さ
も
実
在
し
た
か
の
如
く
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
記
述
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
元
年
出
版
の
瑞
山
会
編
「
維
新
土

佐
勤
王
史
」
か
ら
で
あ
る
。
』 

流
離
譚
は
維
新
土
佐
勤
王
史
に
従
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 


